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第２回厚木市本厚木駅周辺まちづくり推進会議

(1)まちのポテンシャルについて

資料１

＜論点＞
１．まちのポテンシャル（強みと弱み）について



０ 前回の振り返り 策定方針（第１回 資料３－１より）０ 前回の振り返り 策定方針（第１回 資料３－１より）

(仮称)本厚木駅周辺歩いて楽しいまちづくり推進計画策定方針（R3.6）

1 まちなかを車中心からひと中心の空間へと転換し、人々が集い、憩い、多様な活動を繰り広げられる場へと改変する取組

方針
方針１自分ごとで、厚木らしいまちづくりを
若い世代や地域の関係者の皆様の意見を積極的に取り入れ、それぞれが
「自分ごと」としてまちづくりに取り組む意識を醸成しながら、まちの
特徴をいかした厚木らしさ溢れるまちづくりが効果的に行われるように
検討

方針２将来像を共有し、官民連携のまちづくりを
計画区域全体のまちづくりのテーマ、エリア別の将来像（ゾーニング）、
民間主導によるまちづくりの誘導施策等を定め、官民連携を推進

方針３未来に向かって、持続的なまちづくりを
取組状況を共有できる仕組みの検討や適切な目標年次の設定

「歩いて楽しいまち」を継承しながら、面的なまちづくりを推進するための計画が必要である。

背景
・平成24年から本厚木駅周辺のまちづくりのテーマは「歩いて楽しいまち」（中心市街地の全体構想（H24））
・複合施設や厚木バスセンター、北口周辺の整備に関する検討が本格化
・国土交通省はウォーカブルなまちづくり１を推進
・持続可能な都市を目指して、官民連携でウォーカブルなまちづくりに取り組む自治体増加
・新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、オープンスペースの価値が再認識
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第2回で議論

①計画の目的
• 本厚木駅周辺をより居心地が良く、歩いて楽しい場

へと転換し、本市の中心地としてのにぎわいや魅力、
エリア価値の向上

• まちづくりの担い手（住民や民間事業者など）主導
による厚木らしいまちの形成 など

②計画期間
上位計画等と
整合性を図り設定する。

③対象区域
都市再生緊急整備地域
(約20ha）を基本とする。

まちは“つくる”から“育む”・“使う”時代へ

まちの課題や潜在力（厚木らしさ）を示す。
〔例〕土地利用、交通、都市環境、消費動向など

ヒトのつながりも大切に。
・中心市街地大規模小売店舗・商店会ネットワーク連絡協議会
・まちなか活性化プロジェクト
・本厚木駅前東口地下道活性化実行委員会 など

方針p4

方針p10～11

方針p11

方針p11

目的１ まちのポテンシャル２

目指すまちの姿３

①実施体制
誰が何をするのか。
〔例〕役割分担、連携体制など

②ロードマップ
誰がいつ何をするのか。

③目標値
まちづくりの達成状況。

方針p10

方針p11

方針p11

新たな拠点施設の整備が動き出しつつあるエリアを中心に、
より具体的なまちづくりの考え方を示す。
〔例〕広場、歩道、休憩施設、エリアマネジメントなど

方針p3重点プログラム４ 計画の運用５

第3回で議論

社会状況やポテンシャル等を踏まえて、計画の対象区域全体で目指す
まちの姿を設定する。
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計画の実効性を確保するため、まちづくりの担い手同士で共有する。

※本資料は「(仮称)本厚木駅周辺歩いて楽しいまちづくり推進計画策定方針（R3.6）」を踏まえて作成したものであり、今後推進会議の意見等を踏まえて検討を深度化させます。

０ 前回の振り返り 計画の策定イメージ（第１回 資料４より）０ 前回の振り返り 計画の策定イメージ（第１回 資料４より）



０ 前回の振り返り 推進会議の成果（第１回 資料５より（一部更新）より）０ 前回の振り返り 推進会議の成果（第１回 資料５より（一部更新）より）

厚木らしい「歩いて楽しいまち」の実現につながるキーワードや考え方など計画
に反映すべき事項を「提言書」として取りまとめる。（全会一致で承認）

本厚木駅周辺
まちづくり推進会議

ワークショップ

庁内
計画
(案)

計画

※全３回を同じメンバーで実施
※梶田委員長、八尾委員、西村委員
がアドバイザーとして参加予定

Ｒ３

８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５

Ｒ４

検討成果を報告

提言書を反映

計画
(素案)

パブリック
コメント

4※スケジュールは現時点の予定です。



１ 本厚木駅周辺をとりまく状況 まちづくりの動向１ 本厚木駅周辺をとりまく状況 まちづくりの動向

⇒本厚木駅周辺では、平成24年から「歩いて楽しいまち」をテーマにまちづくりを開始
5

ハード事業
・アミューあつぎ整備（H26）
・中町大型バス発着場暫定整備（H30）
・複合施設整備（R2基本計画策定）
・本厚木駅南口地区市街地再開発事業（R3）

取組事例 ※官民問わず

ソフト事業
・空き店舗対策（H19～）
・あつぎジャズナイト（H22～）
・あつぎハロウィーン（H24～）
・Chikaフェス（H29～）

まちづくりのテーマ「歩いて楽しいまち」



（参考）「中心市街地の全体構想」の達成状況（参考）「中心市街地の全体構想」の達成状況

①子育てや教育環境の整備
・子ども未来プラン（R2）、教育振興基本計画（R3）
②官と民の複合施設建設
・複合施設等整備基本計画（R2）

③公共施設を有効に配置
・公共施設最適化基本計画（H27）

①駅至近でのにぎわいホールの整備／街なかのイベント空間の整備
・アミューあつぎ映画館内に多目的ホール整備（H26）
②市民協働による文化芸術活動の振興
・アミューあつぎの市民交流プラザを活動拠点に位置付け

③歴史や文芸の道づくり

①親水空間整備と自然環境保全
・相模川三川合流点にて手ぶらBBQ社会実験実施（H29・30）

②相模川へのアクセス整備
・小田急線北側市道の整備検討中

③屋形船、バラ園、飲食空間等の水辺ﾚｼﾞｬｰによるにぎわい創出
・相模川三川合流点において利活用検討中

①セーフコミュニティの推進
・２度目の国際認証取得（H27）
②市民協働による防災対策推進
・自治体単位での防災訓練実施ほか
③厚木市立病院の再整備
・厚木市立病院再整備（H29）

④建築物の不燃化、耐震化推進
・緊急輸送道路沿い建物の耐震診断～改修に補助金交付
⑤寿町防災まちづくり

①公共施設の再配置やバリアフリー・無電柱化
・中心市街地の公共施設再配置計画（H25）
・無電柱化実施

②景観やサインなどデザインされた街並みの形成
・道路や公園の一部を景観重要公共施設に指定ほか

③公共交通優先策や自転車対策などの交通結節点機能の向上
・自転車駐車場２箇所整備（R2・R3）ほか

④魅力ある店舗や通り、イベントやくつろぎ空間の効果的配置
・空き店舗での開業や商業者企画のイベントに補助金交付ほか

①建築物や市街地の緑化推進
・特定開発事業に対する緑化指導ほか

②新エネルギーの導入推進
・市立病院や厚木南公民館等に太陽光パネル設置ほか

③都市公園の整備やオープンスペースの創出
・厚木中央公園のリニューアル検討中

・本厚木駅南口地区市街地再開発事業完成（R3）
・複合施設敷地内にオープンスペース確保予定

①(仮称)あつぎ元気館の整備
・アミューあつぎ整備（H26）

②良好な都市型住宅の供給
・本厚木駅南口地区市街地再開発事業完成（R3）ほか

③快適な歩行空間や憩いの空間の整備
・本厚木駅南口地区市街地再開発事業完成（R3）
・複合施設周辺道路の整備
・街路樹等の維持管理ほか

④業務機能を集積し、業務核都市を推進
・奨励金交付や税の優遇措置による立地誘導ほか

⑤自治基本条例による市民参加のまちづくり、街なみの創出
・市民と共に複合施設等整備基本計画の策定ほか

Ⅰ 誰もが暮らしやすい

Ⅱ 環境に優しい

Ⅲ 来てよかった、また来たくなる

Ⅶ 子育て支援・教育の充実

Ⅳ 安心・安全

Ⅴ 川と共生する

Ⅵ 文化芸術

まちづくりの目標 施策・達成状況
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（参考）「中心市街地の全体構想」の達成状況（参考）「中心市街地の全体構想」の達成状況

南口再開発
Ⅰ②③
Ⅱ③
Ⅲ③

三川合流点
Ⅴ①③

複合施設
Ⅰ③⑤
Ⅱ③
Ⅶ②

アミューあつぎ
Ⅰ①
Ⅵ①②

厚木市立病院
Ⅱ②
Ⅳ③

旭町２丁目駐輪場
Ⅲ③

厚木中央公園
Ⅱ③

厚木南公民館
Ⅱ②

小田急線北側市道
Ⅴ②

完 了

検討中

本厚木駅

7※記号は前頁に対応



都市機能・都市基盤の更新

・東口周辺では複合施設（図書館、（仮称）未来館、市庁舎等）の整備や厚木バスセンターの再整備、北口周辺では

民間ビル更新と一体的な駅前広場の再整備や、厚木中央公園のリニューアルなどの検討が本格化している。
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⇒官民一体で歩行者や自動車動線等を見直し、駅周辺のにぎわいや魅力向上の連鎖を生み出す

『歩きやすい・歩きたくなるネットワーク』を形成する好機

１ 本厚木駅周辺をとりまく状況 まちづくりの動向１ 本厚木駅周辺をとりまく状況 まちづくりの動向



・「居心地が良く歩きたくなる」まちなみの創出に向けて、民地や公共空間等の利活用を可能にするための

制度（都市再生特別措置法等の一部を改正する法律（令和2年9月7日施行）を整え、この考え方に賛同する「ウォーカブル推進都市

（令和３年10月31日時点で316団体が参加。厚木市は令和２年10月参加。）」を募集している。

・「駅まち空間」を対象にした、まちづくりの手引きを策定した。

ウォーカブルなまちづくり

⇒全国各地で官民一体による歩行者空間の創出やまちづくりの担い手が求められている
9

１ 本厚木駅周辺をとりまく状況 国土交通省の政策１ 本厚木駅周辺をとりまく状況 国土交通省の政策

出典：駅まちデザインの手引き（R3.9駅まちデザイン検討会）出典：都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会 中間とりまとめ(R1国土交通省)



厚木地区では、来訪者数は横ばいだが、来訪者１人当たりの年間
消費額及び売場面積は、減少傾向にある。

１ 本厚木駅周辺をとりまく状況 ライフスタイルの変化１ 本厚木駅周辺をとりまく状況 ライフスタイルの変化

出典：電子商取引に関する市場調査（R2.7経済産業省）

・近年はインターネットを介した商取引（EC）が盛んであり、

2019年の市場規模（企業と消費者間取引）は19.3兆円に到達。

・約52％が物販系（食料・衣類・雑貨等）、約37％がサービス系

（旅行、金融等）、約11％がデジタル系（音楽・動画・ゲーム

等）を占める。

消費行動の変化
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・新型コロナウイルス感染症の拡大で、自宅近くで過ごす時間が

増え、身近な緑やオープンスペースの重要性が再認識された。

・テレワークやフィットネス、オープンカフェなど多様な利用が

始まっている。

・災害等のバッファー機能としても期待が高まる。

オープンスペースの在り方

出典：新型コロナ危機を踏まえたまちづくりの方向性（R2.8国土交通省）
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出典：統計あつぎから作成

⇒まちなかでの活動は、“モノ”消費から“コト”消費や“トキ”消費へ移行している

厚木市民は、買物や飲食に次いでまちなかで滞在・交流できる空
間を求めている。

出典：厚木市民意識調査（R3）から作成



本厚木駅周辺では複数のエリアで都市機能や都市基盤の更新を控えており、

官民一体で歩いて楽しいまちづくりを推進する好機を迎えている。

まちなかのにぎわいや魅力向上につながる空間の利活用を図る取組が活発

化しており、ライフスタイルの変化に対応したまちづくりが求められてい

る。

• 「居心地が良く歩きたくなる」
まちなみの創出に向けて、民地
や公共空間等の利活用を可能に
するための制度（仕組み）を整
備

• 利便性（スムーズな移動・乗
換）、快適性（居心地の良い空
間）、安全性（災害対応）、地
域性（歴史等）を備えた「駅ま
ち空間」の一体的な整備を推奨
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• 本厚木駅周辺では、平成24年か
ら「歩いて楽しいまち」をテー
マにまちづくりを開始

• 複数のエリアで都市機能や都市
基盤の更新に向けた検討が本格
化しており、官民一体で歩行者
や自動車動線等を見直し、駅周
辺のにぎわいや魅力向上の連鎖
を生み出す『歩きやすい・歩き
たくなるネットワーク』を形成
する好機を迎えている。

Ⅰ まちづくりの動向 Ⅱ 国土交通省の政策 Ⅲ ライフスタイルの変化

１ 本厚木駅周辺をとりまく状況 まとめ１ 本厚木駅周辺をとりまく状況 まとめ

• EC市場の拡大による実店舗経
営の厳しさ

• オープンスペースに対するニー
ズの高まりと利用形態の多様化

• まちなかでの活動は、“モノ”消
費から“コト”消費や“トキ”消費
へ移行している
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２ 本厚木駅周辺の特徴 土地利用（変遷）２ 本厚木駅周辺の特徴 土地利用（変遷）

自然的土地利用 0.07% 0.00% 0.00%

住宅用地 4.26% 3.01% 2.74% ▼
集合住宅用地 0.79% 1.69% 2.24% △
店舗併用住宅用地 1.99% 2.08% 1.94%

店舗併用集合住宅用地 1.37% 1.94% 4.27% △
業務用地 3.81% 3.86% 4.42% △
商業用地 3.26% 3.24% 3.22% ▼
宿泊娯楽用地 4.65% 4.44% 4.51% ▼
商業系用途複合施設用地 25.54% 25.66% 24.45% ▼
公共用地 0.00% 0.02% 0.02%

広場・運動場等用地 0.74% 0.74% 0.74%

空地（駐車場除く） 0.53% 0.64% 0.39% ▼
空地（駐車場） 7.97% 7.79% 6.56% ▼
道路 25.85% 25.97% 25.57%

鉄道用地 4.76% 4.76% 4.76%

その他 14.42% 14.15% 14.17%

100.00% 100.00% 100.00%計

都市的土地利用

H17(2005)年 H22(2010)年 H27(2015)年分類

都市再生緊急整備地域（ ）内における土地利用面積割合
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２ 本厚木駅周辺の特徴 土地利用（都市機能等）２ 本厚木駅周辺の特徴 土地利用（都市機能等）
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２ 本厚木駅周辺の特徴 土地利用（緑・水・休憩施設）２ 本厚木駅周辺の特徴 土地利用（緑・水・休憩施設）
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２ 本厚木駅周辺の特徴 交通（歩道、自転車道等）２ 本厚木駅周辺の特徴 交通（歩道、自転車道等）



２ 本厚木駅周辺の特徴 交通（道路断面）２ 本厚木駅周辺の特徴 交通（道路断面）

※１ 横断構成は測量成果等より作成している。幅員は概ねの値である。
※２ 照明や樹木の大きさは、デフォルメしてある。 16


